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１． 研究課題名： 多元的遺伝情報発現系の分子モーター複合体による協調化機構の解明 
－ 遺伝子発現系における転写統合装置複合体の共通機能 － 

 
２． 研究者氏名： 中島 利博 
 
３． 研究のねらい： 
真核細胞の遺伝情報発現系は転写、プロセッシング、翻訳の反応が核、細胞質という異なっ
た”場”において協調的に営まれています。この協調的遺伝情報発現系の統一的理解のため、
個々の反応に関与し、かつ場を変えうる能力を有する”分子モーター”の存在を想定し、そのモデ
ルの検証を行います。 
 
４．研究結果： 
これまで申請者は転写研究を一貫とし
て行い、ほとんどすべての転写因子が転
写統合装置 CREB binding protein (CBP) 
に結合する、すなわち核内の集積装置
IC として作用するという概念を報告しまし
た。さらに、PRESTO のメンバーとして、
転写統合装置複合体のコンポーネントの
一つであるRNAヘリケースA（RHA）が遺
伝子発現の初期反応である“転写”にか
かわるのみならず、核から細胞質に局在
を変え、遺伝子発現の各過程へと関与
することを見出しました。すなわち、一次
元的、もしくは“点”としての転写反応から、時・空間的な多次元的反応としての遺伝子発現系へと
研究テーマを発展させることができました（図１）。 
また、RHA のショウジョウバエのホモログは雌雄決定因子の一つMaleless（Mle）として知られて
います。Mle はメスのハエに比べオスの一つしかない X 染色体上の遺伝子の発現を強度に活性
化することによりオスを生存させると考えられています。これまで、転写後の過程で Mle は作用す
ると報告されていましたが、転写活性化のみが欠失した変異型Mleのトランスジェニックフライを用
いることにより、転写レベルでの Mle の関与を証明することにも成功しました（この研究は理化学
研究所の中村輝博士との共同研究で行いました）。 
時・空間的にさまざまな“素過程”での RHA の関与については証明することができましたが、遺
伝子発現系としての協調性、すなわち“連携”については、PRESTOの期間では検証できていませ
ん。しかしながら、ショウジョウバエを用いた系での Mle の転写レベルでの関与は古典的課題であ
る雌雄決定機構に大きな貢献をしえる研究結果となりました。 
 
５．自己評価： 
遺伝子発現系での時・空間的にさまざまな“素過程”での RHA の関与については証明すること
ができました。しかしながら、遺伝子発現系としての協調性、すなわち“連携”については、
PRESTO の期間では検証できていません。今後の大きな課題として残されています。一方で、
PRESTO に参加すること無くしては考えもしなかった、モデル生物としてのショウジョウバエの系を
導入し、MLE の転写レベルでの関与を証明できました。これは、ショウジョウバエの雌雄決定とい
う古典的学問に一石を投じるきわめて独創的な成果となりました。 
 
６．研究総括の見解： 
  真核生物における転写と翻訳は核と細胞質に分かれて行われている。その転写と翻訳の進行
を統合する因子の一つとしてRNAヘリケースを想定してその検証を行った。RNAヘリケースのショ
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ウジョウバエのホモログである雌雄決定因子の Mle タンパク質は、これまで転写後の過程で機能
すると考えられていたが、本研究で、Mleが転写にも関与することを検証した。この研究はリューマ
チ病理の解明と治療法の開発に関わるものであり、その成果に対して国内外の学会賞各１件を
受けている。 
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